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腹水瀦溜を主症状とした小児亜急性勝臓炎の 1治l験例
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杉本雄三・小延知陣

小児科
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（原稿受付昭和37年11月15日受付）

A SUCCESSFULLY TREATED CASE OF SUBACUTE 
PANCREATITIS IN A CHILD WITH ASCITES 
AS THE CHIEF MANIFESED SYMPTOM 

by 

Yuzo SUGIMOTO, ToMOTERU KoNOBU 

From the Surgical D1v1s1on 

Is主MU EM! 

Fr<>m the Pediatric Divi,i<>n. Y<1rnatotakada City Hospital 

A case of subacute pancreatitis in a 13 years old boy is reported. 

手（

The chief complaint was ascites and he was treated under the clinical diagnosis of 

tuberculous peritonitis for about 40 days without improvement. 

The ascites became coloured a dark brown and biliary peritonitis was doubted. 

Laparotomy was carried out and the presence of subacute pancreatitis was revealed. 

The patient was cured with drainage and antibiotics. 

緒
続発し目下入院中．

Eコ
現病歴：入院約3遅間前＇ 2回の曜吐と ft:v・不振を

急性伴臓炎は成人には屡々みられる疾患であるがp 来たしp 他医の診療を受けていたがp 点It欠， 腹部膨

小児にみられることは稀である．われわれは最近p 腹 心J~ ， lii'ii痩p および鈍痛が著明となり＇ 1遊間前からゆ

水猪溜を主訴として宋［J；，；，結候性m:膜炎の診断の下に るい下痢を見るようになってF 本院小児科に入院し

治療したがp 軽快せずp 開腹により梓臓炎であること た．

を確認しえた非定型的 I症例を経験したのでP ここに 現症：休絡中等p 神経質型p 体重31.5kg，顔色梢

報告する． 蒼白p 元気なし．胸部には異常所見を認めない．腹部

症 傍4

患者 13才P Ci. 

主訴：鉱痛を伴う腹部膨渦および食欲不振．

既往歴：特記すべき民！よ：.fまない．

家族歴： 26才の叔母が＇ 2年前p 伴臓壊死で本院に

て手術守・・：：：1 r，全治退院したがp 最近p 重症糖尿病を

膨満し，腹囲 62.5cm.波動などの腹水徴候著明である

がp 腸蛎動不穏p 静防〈異常怒脹を認めない．腹筋防

禦， Blumbergl＼；徴候を証明しないが，軽い圧痛を上

腹部にみる．毎夕， 37°C内外の発熱あり．

検査成積赤沈は 1時間7mm, 2時間15mm. ツ反応

廿．肝機能はぐり R(2),Cd-R(lO），黄fEf指れ13. 白血球
数9700.血液像p 好酸球8.0°，；，好ヰJlk80.li0，，，淋巴球
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10.4%，単球1.0弘腹水は外観上黄色，梢I昆i渇，リパ
ルタ反応（＋），蛋当40%（エスパッノ、），沈査に白血

球，赤血球p 上皮細胞などを梢多くみるが，細菌，結

核繭を認めない.pH7.8.尿所見は蛋三I( + ). 

以上より，一応結核性腹膜炎の診断の下に抗結核療

法を行うと共に，サイアザイド剤投与による腹水の減

少に努めながらP 経過を観察した．サイアザイド剤投

与でp 一時的な腹水減少，尿量増加および，一般状態

の改善傾向を見たがp 中止すると再び増悪し，何等治

癒傾向を見ないままに約40日間を経過した．この間，

腹水は初期の黄色徴混濁より，漸次晴補色，胆汁様色

を帯びるようになり p 一方レントゲン透視により p 上

方へ圧排された胃と解体百G附近に圧痛点を証明した．

以上の経過から胆、汁性腹膜炎も考えさせられたのも

試験的関腹術を行うことにした．

手術所見－開腹すると胆汁様褐色，甘酸ばい芳香を

伴った腹水約3000ccがありp これを排出した．腹膜，

諸臓器の祭膜面は滑沢で結核性腹膜炎の像は認められ

ない．大網脂肪織は全般的に褐色調混濁萎縮している

以外に，肝p 胆道，十二指腸などは正常でp 胆汁の漏

洩を考えさせる所見を認めない．そこで腹水の原因を

求めて，胃後壁を精査するとp 胃結腸靭帯と持休部の

聞にp 黒掲色の癒着を認めた．これを剥離すると p そ

の内部に小童の黒色汚磁濃液の瀦溜をみた．これを拭

いて，診ると勝臓癒着部に，一部出血壊死を交えた，

黒色郷指頭大の病巣の存在するのを知った．腹水の出

所，その甘酸っぱい芳香などはp この豚臓壊死による

ものと理解されたので同部にゴムドレーンを入れ手術

を終了した．

術後経過：術後数日聞は， ドレーンより約500ccの

排液を見たが漸次減少しF 約20日後p ドレーンを抜去

した． しかし，その後もp 小量の排液による目撃壌が続

いた．この排出された腹水のトリプシンの定量は行わ

なかったが，ジアスターゼ値z1sで著明な増量を示し，

このため創面は東燭状となってP 幹液の混入している

ことが判明した．これの不活性化を計って，痩孔に滅

菌牛乳ガーゼ，創面にチンク泊の塗布をなすほか，ペ

ニシリンp ストマイの投与を続けた．叉術後検尿では

ヂアスターゼ値zsを算した．一方p 脂肪制限食を与え

たがp 体力快復，食慾充進，体重増加など，全身状態

の改善著しし術後＇ 40日目P 手術創に小勝痩を残し

退院した．以後，通院を続けp 術後約 100回目にp 凄

孔閉鎖治癒し，現在元気に正常生活を送っている．

考 妓

本症例は， 腹痛があまりなし腹水瀦溜甚しかった

ため，結核性腹膜炎と誤珍した たとえp 小冗であっ

ても p 本症を疑いp 腹水p 尿p 血清のアミラーゼなど

の検査を施行していれは，あるいは術前診断しえたか

も知れない．

本症の誘因としてp 外傷，脂肪類の過食， Jl!1石，寄

生虫などが挙げられているがp 本症例では，虫卵陰性

でP 本人が脂肪食品を好む点より，脂肪類の過食と考

えたいー 尚p 本症例が興味宋いのはp 祖父p 叔母に勝

疾患の存在することである．すなわちp 祖父が糖尿病

で死亡しp 叔母がp 勝臓炎および糖尿病で入院してい

るのであるがp かかる先天的素因もまたp 一応考慮せ

ねばならないのではあるまいか．われわれの 1人，小

延にも祖父に糖尿病， 父に急性勝臓炎の家族歴がある

ことをp ここに附記したい．

さも成人の勝臓炎はさ程，珍らい 、民患ではなL、

が，小冗の豚滅炎は稀でp 本邦では，約20余例の報告

を数えるに過ぎない．その症状はp 一般のそれと変る

ところなしただ，成人と異なる場合としてP 小児の

急性伝染性疾患に併発する例がある．この内p われわ

れの渉猟し得た症例ではp 大半はp 急性に経過し，悪

急性に腹水滋溜を主症状としたものはp 欧氏の急性豚

臓壊死の l例以外見当らない．

結 語

腹水を主訴とした， 13才男児を結核性腹膜炎として

40日間，治療したが軽快せずp 腹水暗補色となったの

でP 胆F十性腹膜炎を疑って開腹した所，勝臓炎である

ことを知払抗生物質， ドレナージなどを続けて治癒

せしめえたので報告する．

（本論文の要旨は昭37年 3月京都外科集談会席上で

発表した〕．
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